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　　ABSTRACT: Ａ magnetostratigraphic study was carried out on the Upper Cretaceous Izumi
Giヽoup in the central Asan Mountains, Shikoku, southwest Japan. The strata of the study
area, like in the other areas, are folded into ａ syncline with the axis dipping approximately
300 to the east. The cumulative thickness amounts approximately t0 9000 m. Ａ total of 219
specimens were taken from layers of fine-grained sandstone and shale at 31 different stra-
tigraphic levels. Laboratory experiments and folding tests show that most of the specimens
have ａ single and stable magnetization component acquired prior to folding. They all show ａ
normal geomagnetic polarity which, combined with fossil age determinations, can be corre-
lated to the polarity chron 33 in the late Campanian. The declinations are concentrated to the
northeast, owing to Neogene clockwise rotation of southwest Japan, whilst the inclinations
are compatible with the present latitude of the basin. Sedimentation rate based on the polarity
zonation assignment is 0.7 to ｌ cm per year. The extremely high sedimentation rate suggests
that the formation of the Izumi basin was controlled by a left-lateral strike-slip motion of the
Median Tectonic Line through the late Cretaceous.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はじめに
　和泉層群は，中央構造線の北側に沿って，四国北西部から紀伊半島西部まで幅5～20km,東西約
300kmにわたってほぼ連続的に分布する狭長な地層群である（第１図）。分布の北側では，西南日木
内帯の領家変成岩類を不整合で覆い，南側では中央構造線をはさんで外帯の三測II変成帯に接する。
　和泉層群に関する地質学的研究は，江原(1920, 1921),小林(1931),笹井(1936)らによる淡
路島や紀伊半島和泉山脈における層序学的研究に始まる。その後，和泉山脈，淡路島，阿讃山地，
愛媛県松山市付近など和泉層群分布域のほぼ全域にわたって堆積学，生層序学，構造地質学的研究
が数多く行われてきた（中野, 1953 ;原田, 1965 ；田中, 1965 ；須鎗, 1973 ；野田・田代, 1973 ；
高橋, 1977 ；坂東・橋本, 1984 ；西村, 1984 ；Morozumi, 1985)。さらに最近では，放散虫や浮
遊性有孔虫を主体とする微化石層序学的研究が行われている（岡村ほか, 1984;須鎗・橋本, 1985 ；
山崎, 1987)。こうした研究によって，和泉層群は全体として東方へ傾いた軸を持ち，西から東へ
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Fig. 1 . Geotectonic divisions of Shikoku ａ!idthe locality of the study area
　　　　　inthe central Asan Mountains. ＭＴＬ:Median:Tectonic Line.
順に上位の地層が重なる向斜構造で特徴づけられるとともに, CampanianからMaastrichtian初
期の比較的短い期間に堆積した特異な地層群であることが明かになってきた○
　一方, Kodama (1986, 1987)は,＼和泉層群の古地磁気層位学的研究により√ニ阿讃山地西部はす
べて正帯磁，松山市付近は一部を除いてほとんど逆帯磁であることを示し，これらをUpper Cam-
panianのChron 33，Chron 33ｒにそれぞれ対比した。最近では阿讃山地東端や淡路島南部の一部
からもMaastrichtian初期の逆磁極期に対比される逆帯磁層の存在が報告されている(Kodama,
1989)。しかしながら,j和泉層群全体でみると調査地域も限定されて=おり，現段階では連続的な古
地磁気層位を確立するには至っていない。そこでこれらの未調査層序間隙をうめるため，本研究で
は調査地域を阿讃山地中部の和泉層群に設定した。この調査地域は，徳島県阿波郡阿波町を中心と
して，同郡市場町，美馬郡脇町，香川県大川郡長尾町，同郡白鳥町にまたがる東西12km,南北8 km
の範囲である（図１）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾊﾟ‥‥‥‥‥‥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地質概要　　　　＼
　本調査地域に分布する南北性の谷のうちの６つを調査ルートに設定し，地質調査及び古地磁気試
料採取を行った（第２図）。以下に,丿それらの概要をルー,ﾄ別に述ト:る=。　　　……
　（1）東俣谷ルート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
美馬郡脇町の東方を流れる曽江谷川の支流の東俣谷川沿いのルート。下流地域は走向N50～６０Ｗ，
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Fig. 2. Locality of the six routes in the study area shown in Fig. 1，十
　　　　　where geologic survey and paleomagnetic sampling were carried out.
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傾斜40～50Nで向斜の南翼に位置している。上流へ向かうにつれて走向はNSからN50～60Eへと
変化し，向斜軸部を越えて北翼側に移っていく○･｡･南部は砂岩優勢の砂泥互層であるが，北方へ向か
うにつれて等量の砂泥互層から泥岩優勢の砂泥互層へと漸移する。このルートでは３ヵ所(HMl,
2, 3)で古地磁気試料を採取した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　（2）伊沢谷ルート　　　　　　∧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
阿波郡阿波町の中央を南北に走る伊沢谷沿いのルート。最下流の一ノ瀬付近は扇状地の一部であ
るが，部分的に露出した砂岩層の走向，傾斜はN9W, 35Nでほぼ向斜軸部に位置する。ここから
上流に向かって基底部付近まで，走向，傾斜N55～75E, 40～50Sでほぽ＝一定した砂岩優勢の砂泥
互層が分布する。部分的に，サンプリング地点ISW 8 付近では等量の砂泥互層が見られる。 ISW6
から引地までは砂岩優勢の砂泥互層であるが，引地より北方では露頭が途切れる。ルート最奥部で
再び露頭が現れ，砂岩優勢の砂泥互層め間に等量の砂岩泥岩互層と泥岩の薄層をはさむ岩相が続く。
このルート沿いの９ヵ所（ＩＳＷ１～９）で，古地磁気試料を採取した。　　　　　　　ノ
　　（3）大久保谷ルート　　　　　　ト
　阿波郡阿波町の東端に位置するこのルート沿いの露頭は砂岩優勢の砂泥互層からなるが，他地域
に比べて全体的に風化の程度が高い。上流のダム付近を境にして下流側が南翼，上流側か北翼に属
する６計４ヵ所（ＯＫＢ２～５）で古地磁気試料を採取した。
　（4）日開谷ルート
大月から遅越にかけて等量の砂泥互層が分布し，他は砂岩優勢の砂泥互層である。相栗から北方
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　　（5）仁賀木谷ルート
　阿波郡市場町仁賀木付近で合流する仁賀木谷西と仁賀木谷東のふたつのルート。仁賀木谷西ルー
トは向斜の北翼に位置し，走向，傾斜はN50 ～60E, 30～40Sでほぼ一定している。岩相も下位で
わずかに泥岩がふえるのみで，ほとんど砂岩優勢の砂泥互層である。一部，城王山の北東750m付
近で凝灰岩層が見られる。古地磁気試料は仁賀木付近の切り通しの大露頭で採取した（ＨＧＤ７）。
　仁賀木谷東ルートは，最上位の等量砂泥互層を除いて，ほとんど砂岩優勢の砂泥互層からなる。
走向，傾斜は, N40～70E, 40~50Sで，北方ほど走向が東へふれる傾向がある。このルート沿いの
５ヵ所で試料を採取した（ＨＧＤ２～６）。このうちＨＧＤ３は採取時，砂防ダムの工事現場であっ
たため，ダムの完成した現在，再訪することはできない。
　　(6)大平ルート
　本調査地域中最も東に位置する東西約1.3kniのルート。向斜軸の南に隣接する。ルートの西半分
は砂岩優勢の砂泥互層，東半分は泥勝互層からなる。北方の根木谷，南方の僧都谷ルートヘ連続す
ると考えられる等量の砂泥互層がルートめ中ほどで見られる。古地磁気試料は計５ヵ所で採取した
(ＯＨ１～5)。
　以上６ルートの柱状図を第３図にまとめて示す。各柱状図の対比にあたっては，凝灰岩層や特徴
的な岩相の砂泥互層を鍵層とした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古地磁気測定
　上記の６ルードから計28ヵ所に他に東俣沢谷川の西の曹江谷川沿いから３ヵ所，総計31ヵ所で古
地磁気測定用試料を採取した。採取にあたってはハンマーと磁気コンパスを用い，各地点で最低３
ヶの定方位ブロック試料を採取し，実験室に持ち帰ってダイヤモンドビットを取り付けたボ¬ル盤
で直径25皿のコアを抜き取った後，高さ23皿の柱状試料に整形した。このようにして31地点から総
計405ヶの試料を得たが，本研究ではそのうち微化石処理や薄片製作用を除いた219ヶの試料の測定
結果を報告する。
　残留磁気測定には米国ショーンステッド社製フラックスゲートスピナー磁力計モデルSSM2A
を用いた。この磁力計のノイズレベルは，16回のデータスタッキングで３～５×１０-５Ａ／ｍ（１Ａ
／ｍ＝１０-３ｅｍｕ／ｃｃ）程度である。和泉層群の砂岩泥岩類の自然残留磁化（ＮＲＭ）強度は10-2～
10-3A／ｍと比較的強いめで，本磁力計で十分精度良く測定することができた。本磁力計の各成分
の出力結果は, RS232シリアルインターフェイスを介してパーソナルコンピューター（ＰＣ－9801）
に読み込まれ，各成分について６回の入れ換え測定後，傾動補正前後の偏角，伏角，磁化強度に変
換される。
　全試料について, NRM測定後５ｍＴから50mT（１ｍＴ＝100e）まで５ｍＴおきに10段階の交流
消磁を施し，これらをZiiderveld図(Ziiderveld, 1967) にプロットすることにより原点に向かっ
て減少する単一磁化成分を選択した後，最小自乗法による直線回帰によって偏角，伏角を求めた。
第４図にこのような段階交流消磁の際の磁化ベクトルの変化の例を示す。いずれも非常に安定した
残留磁化を保持していることが分かる。
　第１表に各試料採取地点の測定試料数，走向,/傾斜，傾動補正前後の磁化ベクトルの方向,ニ及び
関連した統計値を示す。但し，この場合の傾動補正は，和泉層群の特徴である東へ傾いた向斜軸を
考慮に入れて行わなければならない。このため，上記の６ルートを地域毎に異なる３つのグループ
（東俣谷グループ，伊沢谷・大久保谷グループい日開谷・仁賀木谷・大平グループ）に分け，それ
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Table l .Paleomagnetic data from t!leIzumi Group in the central
　　　　　Asan Mountains in Shikoku, southwest Japan.
107
Site
　OHl
　０Ｈ２
　０Ｈ３
　０Ｈ４
　０Ｈ５
HGD Ｉ
HGD2
HGD3
HGD4
HGD5
HGD6
HGD7
0KB 2
0KB 3
0KB 4
0KB 5
ISW Ｉ
ISW ２
ISW ３
ISW4
ISW ５
ISW ６
ISW7
ISW ８
ISW ｇ
HMl
HM2
HM3
　MK
　HR
　SKZ
N　Str. /Dip
6
8
9
8
6
9
9
9
8
8
7
6
4
5
5
9
6
5
8
6
6
7
8
5
8
2
7
6
9
12
8
80E/50N
12E/33S
40W/50N
15W/20N
17W/30N
78W/38S
70E/32S
45E/40S
40E/40S
20E／50Sニ
44E/40S
40E/50S
40W/32N
80E/50S
70W/30N
55W/42N
50E/60S
35E/77S
45E/50S
70E/35S
50E/50S
40E/30S
57E/57S
44E/44S
10E/60S
80E/54S
70E/36S
74E/'59S
88E/56S
67E/40S
50E/46S
Ｉ
45.3
62.4
65.1･
69.8
73.8
40.7
62.2
65.8
62.9
58.2
57.5
48.1
74.9
31.6
66.7
53.8
54.2
44.2
57.1
59.4
48.4
50.4
56.6
67.1
52.1
60.3
46.4
59.5･
49.3
49.3
41.4
Ｄ
　36.5
　10.1
117.5
　27.3
109.4
　65.7
　45.6
　45.6
　60.7
　26.4
　71.2
　47.9
　18.7
　85.2
　74.2
　66.1
338.3･
327.5
　29.1
　63.6
　14.6
　18.2
　16.8
　49.7
319.8
　61.5
　57.1
　75.4
　44.7
　53.5
　　9.2
Ic
7.2
46.5
29.2
52.6
46.7
48.7･
55.7
42.1
33.3
27.2
27.2
26.4
44.1
11.8
44.1
16.6
60.2
50.2
37.8
45.0
47.1
49.1
45.4
37.3
49.8
36.4
39.7
22.9
48.7
39.7
50.0
Dc
　32.6
52.2
　80.0
　47.9
　85.7
　94.4
93.2
　88.4
　88.4
　64.4
　90.7
　76.1
　40.8
　91.4
　50.5
60.0
･93.5
　75.1
　77.1
　99.0
　66.5
　50.3
　87.9
　91.1
　48.3
112.1
　82.8
109.3
103.9
　84.4
　51.3
瓦
　　18.5
　　12.3
　　54.1
　　22.8
　　25.0
　･252.3
　　54.6
　　61.2
　　43.5
　　70.8
　　11.3
　1 58.8
　　23.0
　　　5.0
　　　17.4
　　　24.5
　　　10.3
　　　15.1
　　　59.7
　　　57.7
　　17.6
　　40.6
　　152.2
　　　75.5
　　　45.4
20410.2
　　　14.9
　　109.2
　　　97.2
　　　64.7
　　　7.6
‘αＳ
16.0
1＆5
　7.1
11.8
13.6
????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????〜???????????????????????
N : number of specimens. Str. /Dip : strike and dip of bedding at sample site. I, D : in situ in-
clination and declination. Ic, D ｃ: inclination and declination after correction of bedding atti-
tude and plungir!g fold｡axis.だ，α。:Fisher's precision parameter and semi-angle of 95% con-
fidence cone.　　　･，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ
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交流消磁及び熱消磁に対する安定性，松山市や鳴門市付近，淡路島南部における逆帯磁層の存在
(Kodama, 1989)は，和泉層群の砕屑岩類の磁化が地層の摺曲前に獲得された初生的な堆積残留
磁化であることを示している。では上述のような北翼と南翼に於ける傾動補正後の偏角の相違は何
に起因するのであろうか。原因のひとつとして和泉層群の南側に接する中央構造線の運動を挙げる
ことができよう。平ら(1981)によれば，和泉層群は白亜紀から古第三紀にかけての中央構造線の
左横ずれ運動(Ichikawa, 1980)によって形成された横ずれ堆積盆に埋積した堆積物であるらし
い。従って，この左横ずれ断層運動に伴うひきずりによって，中央構造線に近い南翼部分の地層が
鉛直軸の回りに反時計回りに回転した可能性が考えられる。同様の結果は，阿讃山地西部における
古地磁気学的研究(Kodama, 1986)でも報告されており，和泉層群全体を通して見られる特徴の
ようである。
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　　　　　AsanMountains. Directions after correction for bedding tilt.
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　一方，第７図に示すように，本調査範囲の全層厚は6000mにも達するにもかかわらず磁化極性は
すべて正帯磁であった。この正帯磁は，調査地域周辺からUpper Campanianを示すアンモナイト
（坂東・橋本, 1984)や放散虫・浮遊性有孔虫（山崎, 1987)などを産することから，白亜紀後期
の正磁極期Chron 33ｒに対比することができるj。従らてこれまでの研究結果と総合すると，愛媛県
松山市東部から阿讃山地をへて徳島県鳴門市付近に至る地域の和泉層群はすべてChron 33に相当
する正磁極期に堆積したことになる。この期間の堆積速度をLowrie and Alvarez (1981)のタイ
ムスケールを基に見積ると，千年あたり7～10mとなる。この異常に早い堆積速度は，和泉層群が
上述のようなテクしトニックな環境下で形成された特異な地質帯でこあることを支持する。
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